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最高得点賞の盾を
抱える山田選手 

９月 14 日に無指定・初段・弐段は万博記念公園弓道場、

参段・四段は岸和田市総合体育館弓道場に於いて実施 

されました。結果は次の通りです。                                 

受審者数      合格者数(合格率)  
無指定 32 名 初段 16 名 １級 15 名 ２級１名 
初段   42 名    25 名(59.5%) 
弐段   42 名    17 名(40.5%)  
参段   59 名    14 名(23.7%)  
四段   72 名     5 名(6.9%)      

★四段合格者 

・チア ルイス （シンガポール）・堀 至希 （堺） 

・門阪 有紀子 （交野） ・金田 寿彦 （加支多） 

・清水 快 （堺） 

 

 

 

 

 

９月 21 日に万博記念公園弓道場に於いて、受講生 18 名

で開催されました。講師は砂口先生・高辻先生・松丸先生・

平野先生でした。午前中は受講生代表が射手と介添を務

めての矢渡しをし、其々の講評を受講生と講師陣で行な

った後、遠的射場と近的射場に分かれ、1 つ的射礼の研修

を行なわれました。午後は射場を入れ替え、1 つ的射礼の

三人の時、二人の時やその他研修が行なわれました。 

 

9 月 20 日～21 日に東京の全日本

弓道連盟中央道場に於いて開催さ

れ、山田直美選手（高津）が準優勝

と最高得点賞（３回目）を受賞され

ました。 

9 月 28 日～10 月 1 日に滋賀県のプロシードアリーナ 

HIKONE 弓道場に於いて開催されました。 

大阪からは、成年男子と成年女子が出場しましたが、

共に近的・遠的予選通過ならずでした。 

 

      令和 7 年度近畿地域連合審査 

10 月５日に橿原公苑弓道場に於いて実施され、合格者

は 32 名でした。大阪の合格者は次の通りです。 

・萱室 まどか（高津）  ・山本 祥平（万博） 

・田端 哲也（岸和田）  ・山本 雅司（高槻） 

・津田谷 さやか（豊中） ・鳥井 雅彦（吹田） 

・中尾 元気（住吉）   ・廣瀬 美央（高津） 

・久保田 真也（高槻）  ・多田 和代（吹田） 

・菅野 京子（堺） 

 

 

      【四国地区】錬士臨時中央審査 

10 月４日に大阪城弓道場に於いて、受講生 17 名で

開催されました。講師は、吉山伸二先生･小林先生･

阪口先生･西畑先生で、基本動作等の講話から始まっ

て、審査の要領で行射、リーグ戦形式でチームで引

きながら射技指導が行なわれました。 

 

 

 

 

 

      令和 7 年度大阪府連秋季審査 

      第 20 回大阪城弓道場杯弓道大会 

９月 15 日に大阪城弓道場に於いて参加者 200 名で開催

されました。結果は次の通りです。 

【男子】       【女子】 

①砂口勝紀（万博）    村島遥菜（学院大） 

②久野新治（交野）    小松正美（朝日） 

③平山博邦（岸和田）   杉本桃香(公立大中百舌鳥)  

④古屋光夫（茨木）      小西充子（万博） 

⑤麓和夫 （高槻）      北川浩子（豊中） 

⑥岡本真夏斗(学院大)    東郷仁美（八尾） 

⑦野口泰弘（高津）      木戸淑恵（交野） 

⑧滝井計欣（八尾）      竹田祥子（八尾） 

⑨西浦大介（吹田）      大薄明美（茨木） 

⑩岩木秀諭（吹田）      林律子  （茨木） 

左から平山選手･砂口選手･久野選手 左から村島選手･杉本選手 

      令和 7 年度錬士五段講習会 

 

      第 58 回全日本女子弓道選手権大会（皇后杯） 

      第 79 回国民スポーツ大会弓道競技会 

錬士: 佐々木友里栄（堺） 
10 月 4日付(高松) 

錬士: 菅野浩平（真和） 
10 月 4日付(高松) 

      令和 7 年度高校生対象講習会 

昇格おめでとうございます。 
今後益々のご活躍をお祈り申し上げます。 


